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午前１０時００分 開議

────────────────────────────────────

◎開議宣告

○議長（前田篤秀君） ただいまの出席議員は１５人であります。なお、山谷議員より欠

席の届け出があります。

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎会議録署名議員の指名について

○議長（前田篤秀君） 本日の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、

稲場議員、一宮議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２８ 一般質問

○議長（前田篤秀君） 日程第２８ 一般質問を行います。

一般質問は、再質問より質問者の質問時間を３０分以内として、一問一答により行いま

す。

通告の順により発言を許します。

通告１番、佐藤議員。

○３番（佐藤 昇君） －登壇－

通告書に従いまして、私のほうから１点、質問いたします。

遠軽町出身の漫画家、安彦良和氏によるファーストガンダムの復活に向けた４０周年大

プロジェクトをきっかけとした町おこし活動などの展開について、質問いたします。

８月１３日に遠軽町出身の漫画家である安彦良和氏が加わった「機動戦士ガンダム」４

０周年（平成３１年）に向けて、意欲を示す報道がなされました。

安彦氏は、遠軽町出身の著名人でもあり、平成２８年には遠軽高校等での講演を行った

り、遠軽高校が甲子園に出場した際には、直筆のイラストを提供してくださるなど、遠軽

町に対しても好意的な取り組みを進めていただいています。

この報道をきっかけとして、遠軽町として、次の２点について取り組む考えはないか伺

います。

一つとして、町として安彦氏が意欲を見せているこのプロジェクトに対して、安彦氏と

も連携をとり、まちづくり、まちおこしに活用するような考えはないでしょうか。

二つ目として、安彦氏を初めとする遠軽町出身の著名人と協働しながら、今後のまちづ

くりに生かしていけるような取り組みを進める考えはないでしょうか。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） －登壇－

佐藤議員の、遠軽町出身の漫画家安彦良和氏による、ファーストガンダム復活に向けた
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４０周年大プロジェクトをきっかけとしたまちおこし活動等の展開についての御質問にお

答えいたします。

まず、１点目の、町として、安彦氏が意欲を見せているこのプロジェクトに対して、安

彦氏とも連携をとり、まちづくり、まちおこしに活用するような考えはないかについてで

すが、議員のおっしゃるとおり、安彦氏におかれましては、これまで町に対しまして、さ

まざまな御支援、御協力をいただいており、本町出身者を代表する著名人であると認識し

ております。

今回、ファーストガンダム復活に向けた４０周年大プロジェクトについて、安彦氏への

取材記事が報道されましたが、４０周年を記念してアニメのリメークされる可能性が高ま

り、意欲を示しているといった報道内容だけでは、この御質問にはっきりとお答えするこ

とは、現時点では難しいものと判断しております。

しかしながら、安彦氏が携わったアニメ「機動戦士ガンダム」は、多くのファンの方々

に長く愛され続けているとお聞きしておりますし、話題性や注目度が高まることが予想さ

れるところであります。

このことから、まずは安彦氏御本人を初め、著作権を管理している会社などへ報道内容

の確認をさせていただきますとともに、このプロジェクトが今後まちづくり、まちおこし

に活用できるのかできないのかの情報収集にも努めながら、検討してまいりたいと考えて

おります。

次に、２点目の、安彦氏を初めとする遠軽町出身の著名人と協働しながら、今後のまち

づくりに生かしていけるような取り組みを進める考えはないかについてですが、町では、

これまでにも本町出身でさまざまな分野で御活躍されている方々とのつながりを大切にし

ながら、各種講演会や研修会、スポーツ教室などの事業を実施しており、関係団体とも連

携を図りながらまちづくりに資する取り組みを行っているところです。

本町出身の方の中には、マスコミに注目が集まりやすい芸術文化やスポーツ分野に限ら

ず、行政や経済産業界などにも多くの方々が第一線で活躍をされております。

遠高の講演のお話も質問にございましたけれども、安彦さんも講演されております。安

彦さんもそうでしたけれども、こういった講演についても、私のほうから、実は遠軽高校

にもお話をさせていただいて、遠軽高校の卒業生の方とこういうことをやりませんかとい

うお話をさせていただいた中でも進めているところでございます。そういった著名人の

方々との協働につきましても、協働できるものは今後も協働してまいりたいと考えており

ますし、また、著名人か否かにかかわらず、ふるさと交流事業などを通して、本町のまち

づくりにお力添えをいただける方々との関係も、今、築きながら、できるところからまち

づくりに生かしているところでございます。

以上でございます。

○議長（前田篤秀君） 佐藤議員。

○３番（佐藤 昇君） １番目の町長の答弁については、基本的に受け止めておきたいと
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いうふうに思います。

町長言われたように、全容、詳細が明らかになっていませんから、どういうかかわりが

持てるのかというのは、いずれにしてもまだ不明確な部分があります。

したがって、町長言われるように、ある意味では積極、能動的に、どういうプロジェク

トで、行政としてどういうふうにかかわっていけるのか、これらのところについては既に

言われていますから、同じことの繰り返しになりますけれども、ぜひそうした形で進めて

いっていただいて、できるだけこの遠軽町のＰＲに資するような、そういう観点で進めて

いっていただければいいかなと、こんなふうに思っていますので、よろしくお願いします

というのは駄目ですから、ぜひやっていただきたいと思います。

確かに、版権や著作権の壁、こういったものがあると思いますけれども、仮にそういう

ところと、例えばいろいろな連携をとることが難しいとすれば、そうした時期に合わせて

独自で何かやるというようなことも考えていく必要もあるのではないかというふうに思い

ますけれども、どうでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） 安彦さんは、本当に全国というか世界的に有名な私たちの先輩

でありまして、私も町長になってすぐか、なる前だったかもしれませんけれども、何とか

ガンダムをまちづくりに使えないかという考えも持っておりました。

例えば、検討したのが、コスモスに行く道路だとか、それから、町なかにも人の大きさ

ぐらいのガンダムのいろいろなものを鋳物か何かで、ガンダムロードみたいものをできな

いのかとか、それから、これは相当数字も出しましたけれども、東京のお台場に、ガンダ

ムの実物大というか、ガンダムの実物というのはないからあれなのでしょうけれども、何

メーターあるのですかね。すごい、とにかく巨大なガンダムがありまして、それを実は新

しくするかちょっとどこかに移すかで、それを購入しようと思って、いろいろなところに

当たったり、担当のほうにさせました。ただ、やっぱり、いずれにしてもおっしゃるとお

り著作権の問題もあるのですけれども、金額の問題だとか、その後のメンテナンスの問題

だとかで、これはちょっと実現には至っていないということになっているものもあるわけ

で、いろいろことも実は計画したのは事実でございます。

たまたま、何回も繰り返しになりますけれども、今回また新たに安彦さん側でやられる

ということなので、それに直接入れるかどうかも全くちょっと、多分相当いろいろなハー

ドルがあるのかもしれませんけれども、そうでなくてもこちら側で何かできるようなこと

がもしあるとすれば、そして、それが本当に私たちの町に効果があるというようなことで

あれば、これからちょっとまたいろいろ情報収集などをして、検討していきたいというふ

うに思います。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 佐藤議員。

○３番（佐藤 昇君） 独自の取り組みというようなことで、これは私の頭の中で考えて



－ 6 －

《平成２９年９月１１日》

いるだけですから、それがいいのかどうなのかということはありますけれども、いずれに

しても、ちょっとたまたま２８年度の決算を見ていましたら、特産品の開発にかかわる助

成金というのはゼロですよね。だから、いまだに特産品の開発の関係については、ちょっ

と話ずれますけれども、進んでいっていないというような状況も考えたときに、例えば町

民から言われるのを待っているのではなくて、こちらのほうから、これはいいかどうかは

ちょっと置いておいて、黒曜石を使ったガンダムのペンダント等つくるとか、置物をつく

るとか、こういったことなども考えられないのかとはいろいろ考えましたけれども、あ

と、今、もう冬祭りもやっていませんけれども、ガンダムの雪像コンテストをやってみる

とか、それに安彦さんに審査委員長になってもらうとか、こんなような独自のことも少し

いろいろなところと相談をしながら進めていくことも、一方ではありかなというふうに思

いますけれども、どうでしょうか。そういったことも含めて。

○議長（前田篤秀君） 佐藤企画課長。

○企画課長（佐藤佑治君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。

佐藤議員のおっしゃるように、いろいろな方々の御意見を頂戴しながら、そういったこ

と、できるかできないかも含めて、先ほど町長が答弁したように、そういったこと含めま

して検討してまいりたいというふうに考えておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。

○議長（前田篤秀君） 佐藤議員。

○３番（佐藤 昇君） 最後の質問にしたいと思いますが、２番目に関連して、庁舎内に

いろいろな政策研究とか、まちおこしを考えるグループとかありますよね。それで、提言

もされているようですけれども、やっぱり庁舎内にそうした前向きにいろいろなとを考え

ていく、そういうグループがあるというのは、非常にある意味では町の宝ではないかとこ

んなふうにも考えています。そこら辺の方々との連携も含めて、以降の２番目にかかわっ

ては、ぜひいろいろな角度から検討して進めていっていただきたいなと、こんなふうに思

いますが、どうでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 佐藤企画課長。

○企画課長（佐藤佑治君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。

ガンダム関連では、役場内職員でＧ－ｃｌｕｂという政策研究の団体があることは承知

しておりますし、平成２３年に政策的な提言もいただいております。

もう一つ、まちＫＥＮということで、私も加入しておりますが、そういった団体とも情

報交換しながら、検討してまいりたいというふうに考えておりますので、御理解いただき

たいと思います。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） Ｇ－ｃｌｕｂというのが、町としても補助金まで出していろい

ろやっている組織もあるのですよ。そこへ、ガンダムの話になりますけれども、これも何

点か出てきて、その中で安彦先生の絵の原画の展示をふぁーらいとでやってはという話も
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あって、これも相当検討したのです。これも日光が絶対入らないようにだとか、いろいろ

たしか、それから運搬のことだとかがありまして、実現には至ってはおりません。

それで、役場内だけではなくて、これはいろいろなところから私たちアイデアいただく

のは当然でありまして、ただ、これはずっと僕も昔から職員に対しても言っているのです

けれども、そんなそんな地域おこしのアイデアが簡単に当たるわけじゃないのですよ。た

だやっぱり、とにかく１００出せと、これを一つ、二つ出してだめだったから、もう取り

上げてくれないとかではなくて、そんな甘い世界ではないので、やっぱりこれはもう次か

ら次へとどんどん出してくれと、これは別にそういう研究会じゃなくて、各担当課に、特

に企画課なんかにも厳しく言っているのですけれども、とにかく１００出せとアイデア、

どんどん出してこいということで、その中でも一つでも当たれば、これはもうすごいこと

なので、そういう形で広く意見をとりながら、まちづくり、まちおこしについてはしてい

きたいというふうに思います。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 以上で、佐藤議員の質問を終わります。

通告２番、岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） －登壇－

通告書に従って、私から１点お尋ねをします。

子どもの通院医療費の助成についてです。

先日の新聞報道では、道内市町村の７５％を越える自治体で、子どもの医療費の助成が

行われています。小学生以上に対する独自の助成制度を導入している自治体は１３６市町

村になっています。その背景にあるのは、報道によると近隣の市町村の横並び意識だと言

われますが、医療費の助成が、子育て支援、少子化対策としても有効であるという認識が

広まってきたことが、大きな理由であると私は考えます。本町でも、子育て世代の強い要

望があります。

遠軽町は、さまざまな子ども・子育て支援事業を実施していますが、さらに充実して

「子育てにやさしい町、安心して子育てできる町」だと町民の皆さんに安心してもらえる

ように、小学生以上の通院医療費の負担軽減策を実施すべきだと考えますが、町長の見解

を伺います。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） －登壇－

岩澤議員の、子どもの通院医療費の助成についての御質問にお答えいたします。

子どもの医療費助成につきましては、８月２３日付北海道新聞報道のとおり、道内１３

６の市町村において、独自の助成制度を実施しているところでありまして、この中には遠

軽町も中学生までの入院に対する助成を拡大して、実施しているというものも含まれてい

るわけであります。

子育て支援や少子化対策につきましては、各自治体において地域の実情に応じ、自主性
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を発揮し行っており、本町におきましても、予防接種等の助成や保健指導、社会教育など

における支援事業、小中学校、さらには遠軽高校に対する各種支援等を実施することによ

り、安心して子育てのできる環境を向上させているところであります。

また、子育て支援や少子化対策の根本となる医療の充実につきましては、９月１日より

遠軽厚生病院の産婦人科医師のさらなる確保がされたところであり、減員となっている小

児科医師につきましても、診療に支障を来さないよう医師の募集や要請活動を進め、医療

環境を整えていくことで、子育てのしやすいまちづくりに努めているところであります。

限りある自主財源の中で、赤ちゃんから高齢者まで、広範囲にわたる行政サービスを求

められていることから、中学生までの入院に対する助成を引き続き行ってまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。

なお、国が市町村を支援するなどの財源確保をするべきとの新聞報道もありましたが、

現在、地方三団体におきまして、子どもの医療費助成制度に関して厚生労働省に要請活動

を行っているところでもありますので、今後の国の施策の動向を注視しながら、子育て支

援、少子化対策に取り組んでまいりたいと考えております。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 各自治体でそれぞれ自分の町に合った支援策をやっているという

のはそのとおりだと思います。遠軽町でも、今、話にあったように、中学生の入院につい

ては町として取り組んでいるということも事実です。

そういうことを私自身もよく理解した上でさらに伺いたいのですが、遠軽町では子ども

・子育て支援法第６１条に基づいて、２年前に策定された遠軽町の子ども・子育て支援事

業計画があります。この概要の中で、次のように述べております。これは背景というとこ

ろで述べられているのですが、本町においては、これまで、次世代育成支援を総合的かつ

計画的に進めてきた、しかしながら、子どもと家庭を取り巻く状況が大きく変化している

中、新しい支え合いの仕組みを構築する必要があると述べています。

一つ目ですが、この子育て支援事業計画が策定されてから、２年半が経過しました。こ

の概要でいう、新しい支え合いの仕組みというのがどういうふうな仕組みを想定されてい

たのか。また、この新しい支え合いの仕組みの構築を検討されたのかどうか、ちょっと伺

いたいと思います。なお、これ前の部課長の段階での話なので、新しい人にはちょっと難

しいかなと思いますが、引き継ぎされていると思いますので、わかる範囲でお答えいただ

ければなと思います。

○議長（前田篤秀君） 暫時休憩します。

午前１０時２２分 休憩

──────────────

午前１０時２３分 再開

○議長（前田篤秀君） 再開します。
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佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） 計画は、たくさん子育て以外にもございます。その中で、確か

にいろいろな今後の計画ですから先のことをやるわけで、新しいとかいろいろ、私、一般

論をちょっと話しさせていただきますけれども、文言としてでてきます。これを、では具

体的に本当にどうなのかというと、これは個々の毎年の予算の中で、いろいろなことが議

論されたりするものもありまして、今、ではこれをとらまいて、新しいのをどういうこと

をやったのだと言われても、なかなかそういう議論になると、ちょっと進まないのかなと

いうふうに思っております。

一般の方というのは、要求もいろいろ来るわけですよ。その中で、いろいろな制度もど

うだこうだというのだけれども、やっぱり財源の問題とかいろいろな問題があって､実現

に至らないものがあるわけですね。実現するのもあります。こういったものをやっぱり常

に新しいものを考えながらやっていくわけでありまして、個々一つの新しいものを出せと

いう会議をする場合もありますけれども、さっき私、企画課とかに特にアイデアを１００

出せとか言っているのと同じことで、そういうこともありますけれども、我々の仕事とい

うのは、やっぱりそういう予算の中とかで常にやっていくという中身になっております。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） わかりますよ。もちろん、そういうことだということは理解して

いますが、ただ、計画が立てられて、その具体的な中身として、しかも前提の抑えとし

て、新しい仕組みが必要なんだということを言っているから、もう２年半過ぎた今現在、

それについて具体的な検討をされているのかどうかということを伺っただけで、自分の具

体的な中身についての通告もしなかったので申しわけないのですが、考え方として、やっ

ぱり確かに世の中が変わってきていると思うのです。

もう一つついでに言うと、この後に、子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを、社会

全体で支援する環境を整備することを目的とすると、この子育ての事業計画、そういうふ

うにうたっているのです。それで、この社会全体で支援するというのは、私は、医療とか

福祉とか介護の問題で、やっぱり国としても社会的に大きな問題だから、それを支えなけ

ればだめだということで予算を使ってやってきたわけですよね。そういう意味では、この

子育て支援についても社会全体で支援するという、この認識は私、正しいと思うのです。

そういう意味で、この子育てにはいろいろやっていると言うけれども、今、このことがす

ごく大きな問題になってきているのではないかなというふうに思うのですが、いかがで

しょうか。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） そのとおりだというふうに思います。

○議長（前田篤秀君） 岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 今年の２月にまとめられた町民アンケートの中の質問６に、地域
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医療対策事業というのがあります。この医療対策については、最も多い３１７項目の意見

が寄せられていました。そのほとんどは、その当時でしたから、産婦人科に関することが

多かったのですが、子どもの医療に関して切実な意見がありました。

例えば、小学１年から大人と同じ３割は厳しい、小さいほど病気になりやすいので、

もっと病院に連れていきやすくしてほしい。隣町は小学生の医療費もゼロ円で、とてもう

らやましく感じています。もう一例挙げると、ほかの県から引っ越ししてきました。子ど

もの医療費が、ほかのところは中学生まで無料とかありますが、田舎なのに幼稚園までし

か対象ではないのにびっくりです。育児をするのに一番不満なことですと、こういう意見

がありました。

先ほど言ったように、子どもの医療費が子ども世帯の切実な問題になっているのではな

いかなというふうに思うのです。これがこのような声として出されているのですが、今の

時代、子育て支援がさまざまある中でも、一番大きなポイントとして望まれていることで

はないかなというふうに思うのですが、いかがでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） －登壇－

ただいまの質問に対して、お答えさせていただきます。

確かに、そういうような意見等もあるということは担当としても承知しておりますが、

先ほど町長の答弁にもありましたように、トータル的に子どもの子育て支援については、

考えていきたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 岩澤議員。

○９番（岩澤武征君） 町長も先ほど認められたように、さっき言いましたけれども、子

どもと家庭を取り巻く状況が大きく変化しているということは、お互いに共通認識された

と思います。だから、町の子ども・子育て支援事業計画でも、やっぱり子育てを社会全体

で支援する環境を整備することを目的とするとうたっているし、道内の７５％の市町村で

通院費の援助を実施しているのではないでしょうか。これは入院も含めてなのですが。

また、毎日新聞によりますと、これは全国紙ですが、２０１６年、昨年の４月１日時点

で、全国で１,７４１市区町村のうち、中学生までが１,００９自治体、５８％に当たりま

すが、それから高校卒業までが３７８自治体、２２％に増えているという記事がありまし

た。遠紋地域で見ますと、湧別、佐呂間から雄武まで既に実施されています。

若い人たちの情報網は、広がるスピードがすごいと聞きます。遠軽町としても、そろそ

ろ実施に向けて動き出さないと、遠軽は子育てする家庭に冷たい町だとして、若い世代に

嫌われるのではないかと私自身ちょっと心配しているところなのですが、実際にいろいろ

な家庭を回って話を聞きますと、ほかでやっているのにどうしてと、これは高齢者の方も

言います。もちろん若い人たちも、一番やってほしいことですよねというふうなことは言

います。
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先ほどの住民生活課長もそういう声は聞いていると言うのですが、先ほど財源のことを

おっしゃいましたけれども、この５年間の決算を見ますと、約３億円から、昨年度は６億

円ほどの黒字で推移していますよね。それで、高校生までとは言いません。あるいは全額

無料にとも、一遍にできなければ３割負担を１割負担にするとか、これは多くの町村で

やっていますけれども、そういうようなことでも、まず、中学生までの医療費助成につい

て、真剣に検討しなければならない時期に来たのではないかというふうに思うのですが、

いかがでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） この質問は、確か２年ぐらい前にもほぼ同じ質問をお受けして

いますし、岩澤議員ではなくて、その前にも確か受けていまして、こういった話の中で

やっぱり一貫して言うのは、何回も繰り返しになりますけれども、まず一つは、町全体の

子育ての事業として、私の政策では、それは生まれる前から、そして小中学校だけではな

くて、高校までを一貫して考ております。

そういった中で、議員おっしゃったように、特にこの時期に、今回最後の議会になりま

すけれども、この時期に本当に無料にするとかと言ったら、確かに人気も私も若い人に出

るのかもしれませんけれども、やはり財源の話もありまして、今、基金はたまっておりま

す。だけれども、大型事業もやっていて、その償還もこれから出てくるのですね。そう

いったものを計算しながらやっていかなければいけない。

そして、私たち、これも常に私、答弁もさせていただいておりますけれども、本当に苦

しい合併する前の、あのとんでもない財政状況を忘れてはいけない。もうだんだん１２年

たってみんな忘れてきている、そこを我々、執行側としてやっぱり忘れてはいけないのだ

ろうというふうに思っておりますし、また数字のお話たくさん教えていただきましたけれ

ども、７５％の中には何回も言いますけれども、遠軽町入っています。これ非常に、道新

さんもうまい書き方しているなと思います。この表になってでている中学生まで２４市町

村、高校生まで４０なのですよ。これ６４ですよね。これは全体の３６％なのです。そし

て、この内訳、これも前回答弁したことと同じですけれども、遠軽町より大きな町はまず

ありません。中学生までの網走市、稚内市ぐらいではないでしょうか。赤平市だとかあた

りは市だけれども、うちのほうが大きいですから、芦別もそうかもしれません。深川は

ちょっと大きいかな。そういった中で、やはり財源の内訳の話になりますけれども、何で

大きいところはできないかと言ったら、やっぱり交付税がそれだけ大きいところに、小さ

いところより倍の人口のところに、倍来ているかといったら、そうではないのですよね。

これはいろいろな見方ありますけれども、どちらかといったら、小さいところには手厚く

いっているわけです。

そういった中で、なかなかちょっと人口の多いところは、そこにまだ踏み出せないとい

うところがありまして、まさに札幌市のコメントなんかも出ていますけれども、そのとお

りであります。ただ、やはりそういったものに向けてやっていかなければいけない、子育
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て支援をさらに充実させなければいけないというのは、私も進めていきたいというふうに

は思っております。

ただ､今言ったような、今現在の事由、それから、今の時期になかなかちょっと私もそ

ういうことをやりましょうとかというのは、言いづらいということもございますので、御

理解を願いたいというふうに思います。

○議長（前田篤秀君） 以上で、岩澤議員の質問を終わります。

通告３番、阿部議員

○１０番（阿部君枝君） －登壇－

通告に従いまして、次の点について御質問いたします。

紙おむつ類のごみ袋無料化について、近年、全国、全道の自治体で、子育て及び高齢者

・障がい者支援の観点から、紙おむつ専用のごみ袋を無料交付する自治体等が増えていま

す。

同趣旨で、ごみ袋の交付を行っている道内自治体の例を挙げると、旭川市では１０リッ

トル用を３００枚、千歳市では２０リットル用を最大３００枚、札幌市は１０リットル用

と２０リットル用のいずれかを選択し、有料ごみ袋を無料化交付しています。また、北見

市では、本年６月から紙おむつ類の無料収集が始まりました。

本町においても、子育て及び高齢者・障がい者支援への経済的負担軽減の方策として、

紙おむつ類の無料収集を行う考えはありませんか。

以上でございます。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） －登壇－

阿部議員の、紙おむつ類のごみ袋無料化についての御質問にお答えします。

遠軽町において、子育て及び高齢者・障がい者支援への経済的な負担軽減の方策とし

て、紙おむつ類の無料収集を行う考えはないかとの御質問ですが、オホーツク管内の乳幼

児に対する紙おむつ類のごみ袋無料化の実施状況は、ごみ収集が無料の西興部村を除く１

７市町村のうち７市町が実施しております。本町におきましても、予防接種等の助成や保

健指導などの支援策を実施することにより、経済的負担の軽減を図っております。

次に、高齢者・障がい者に対する紙おむつ類のごみ袋無料化の実施取り組み状況です

が、ごみ収集が無料の西興部村を除く１７市町村のうち、二つの市と町が実施していると

ころです。遠軽町では、高齢者・障がい者に対する経済的な負担軽減のため、在宅介護用

品支給事業として、要介護３以上の方、または３歳以上の重度心身障がいの方を家庭で介

護する家族に対し、紙おむつの支給を行っておりますが、この事業に該当しない要介護１

以上の方につきましては、遠軽町社会福祉協議会が独自に支給をしております。

また、障がい者日常生活用具給付事業として、同様におむつ購入やストマ装着の補助を

実施することにより、経済的な負担の軽減を図っておりますので、御理解を願いたいと思

います。
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以上です。

○議長（前田篤秀君） 阿部議員。

○１０番（阿部君枝君） 御答弁ありがとうございます。

再質問させていただきます。

今回、質問に至りましたのは、隣の北見市から転入された子育て中のお母さんから、北

見市は紙おむつがごみ無料収集されて非常に助かっていましたと、遠軽町も無料収集にな

りませんかとの御相談をいただきました。それで、里帰りされている方からもそのような

お話をいただきまして、早速、他を調べてみましたら、夕張では平成２０年４月から、市

で指定している紙おむつ類専用のごみ袋の交付を無料で行っているのですね。また、札幌

市だとか旭川市、もうお調べでいらっしゃると思うのですけれども、子育て支援・介護支

援の観点から、減免制度を設けています。

この北見市の取り組みなのですけれども、もう御存じと思いますが、子育て世帯や、先

ほど言いました高齢者及び障がい者の経済的負担を軽減することを目的に、紙おむつ、布

おむつ、紙パンツ、尿取りパッド、お尻拭き、これらを紙おむつ類として、普通の半透明

の我々がリサイクルで出しているその袋に、燃やすごみの中へ出す方法なのですね。です

から、町のほうにはある意味負担をかけないやり方をやっていて、これはすごくいいこと

だなと思いまして、早速質問させていただきました。

紙おむつは、家庭で減量できないものなのです。皆さん御存じなのですけれども、それ

と悪臭を放つということでは、長時間家に置いておきたくない、回収日ごとに毎回捨てた

いというものでもあります。

それで、何とか本町の、今回１０月より試運転が始まる新ごみ焼却施設、遠軽クリーン

センター、ここに一部分別方法が変更になると広報でありましたけれども、ここに加えて

いただけないものかなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（前田篤秀君） 暫時休憩します。

午前１０時４１分 休憩

──────────────

午前１０時４２分 再開

○議長（前田篤秀君） 再開します。

小野寺住民生活課長。

○住民生活課長（小野寺正彦君） ただいまの阿部議員の御質問でございますが、分別収

集の変更につきましては、先般、周知をさせていただいたところでございますが、今の段

階でごみの収集のほうを変えるというのは、ちょっと難しい状況にありますので、御理解

いただきたいと思います。

○議長（前田篤秀君） 阿部議員。

○１０番（阿部君枝君） 難しいという回答をいただくのは非常に残念なのですが、これ

はもう本当に町民の方とお話ししますと、いずれお世話になると、ここにいる皆さん必
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ず、お世話にならないことを望みたいのですけれども、そういうお世話になるものでもあ

りますし、現在非常にそういう何かやっていられる方もいます。

そして、子育てという部分では、赤ちゃんのときほど一番紙おむつって使うのですね。

ある程度の年代になってくると、数も少なく、そういう意味では、生ごみの中に入れてと

いうこともあるのですけれども、本当に子育て世代のときには非常に量も多く、一週間に

２回の回収なのですけれども、臭いもあるということで、本当に御苦労されている。それ

で、少しでもぱんぱんにして、意味わかりますか。袋を少しもあかさないでぱんぱんにお

むつを入れて出すのだそうです。それがビニール袋がパチンと裂けてしまって、散らかっ

たこともあるのですというお話も聞きまして、それほど、やはり出す側にしたら、わずか

何十円とはいいますけれども、少しでもいっぱい入れて出したいという、こういう皆さん

の思いでもあります。

今のお話ですと、なかなか、考えてはいないということでしたが、町長にぜひ、お互い

に今回再選に向けて頑張っていかなければいけないと思うのですけれども、再選されまし

たら、ぜひ、このことは一番に取り組んでいただけると、町民に非常に喜んでいただける

ものと思いますが、いかかでございましょうか。

○議長（前田篤秀君） 佐々木町長。

○町長（佐々木修一君） 今、担当が御答弁申し上げた、難しいというのは、１０月１日

からもうごみの収集が変わるのですよ。完成はまだ後ですけれども、正式な完成は。で

も、住民の方にとっては、もう１０月１日からごみの分別が本当にがらっと変わって楽に

なると思うのです。そういった中で、そこにはもう間に合いませんよという意味でありま

して、その先の話は、この先のことをもうちょっと、岩澤議員と同じですけれども、今

ちょっと答えづらいなというのが今の時期、私もできるのかどうかありますので、答えづ

らいというのはございます。

ひとつ、こういった子育ての面に関して言えば、例えば、おむつのことで言えば、おむ

つに限って言えば、僕も８年前、実は紙おむつ、当時まだあれでしたから、全部支給しよ

うという形の政策を持ってやったのですけれども、町長になってから担当、うちの保健師

のほうだとかいろいろ協議した中で、やはり確かに無料にすればそれはみんな喜びますよ

ね。無料にすれば、税金だってタダのほうがいいし、そういうのは僕もいいと、そんなこ

と現実問題としてできるならですよ、いいのだけれども、やはりそういったことよりも、

保健師体制のちょっとした確立だとか乳幼児健診だとか、確かそういったところをもう

ちょっと充実したほうが、結果として子育て支援になるというようなことで、この８年間

進めてまいりました。ですから、そこら辺も含めながら、今後というのはちょっと言いづ

らいのですけれども、そういった中で、これも一つのこととしてやっぱり考えていかなけ

ればいけないのかなというふうに思っております。

それと、さっきも言いましたけれども、やっぱり生まれた子ばかりの人にいろいろな施

策をして支援するわけではなくて、ずっともっと高校生まで上のことまでで一貫してやっ
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ていますので、ほかの町でこれをやっていたから、では、うちの町もやりますかと、で

は、ほかの町でやっていなくて、うちの町でやっていることをやめますかとか、これもい

ろいろそういう議論もありますよね。だから、確かに金額的にはそうかからないもので、

予算的にはと思いますけれども、やっぱり物の考え方としてどうなのかということも、

やっぱり私はこれからも考えながら、一つ一つ進めていきたいなというふうに思っており

ます。

以上です。

○議長（前田篤秀君） 阿部議員。

○１０番（阿部君枝君） 思いというか、町長の考えはよくわかりました。というのは、

遠軽町は非常にごみの収集というのは、他の市町村よりはずっと厳格にやられまして、町

民の方というのは本当に努力されて、今まで取り組まれたなと思うのですね。ですから、

せめてこのものというのは本当にお金がかかりませんので、ぜひ実現していただきたいな

と思います。この思いだけであります。

以上で終わります。

○議長（前田篤秀君） 以上をもって、阿部議員の質問を終わります。

以上をもって、一般質問を終わります。

────────────────────────────────────

◎休会の議決

○議長（前田篤秀君） お諮りします。

９月１２日及び１３日の２日間は決算審査のため、休会としたいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（前田篤秀君） 異議なしと認めます。

したがって、９月１２日及び１３日の２日間は、休会とすることに決定しました。

────────────────────────────────────

◎散会宣告

○議長（前田篤秀君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時４８分 散会




